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f京事長

事

カま 毛主むま"tJ.. 幸躍躍重

喜多灘小の宮問先生

人1

発行所愛媛県喜多郡
長 浜町役場

印刷岸本印刷所

1 1月の人口動態

男 7，446 出生 13
女 8，228 死亡 ? 
計 15，674 婚嫡 18

世帯数 3，970 離婚 0 
〔末日現在)
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熱
心
に
、
子
供
会
育
成
指
導
に
尽
す
い
一
毎
月
、
芳
一
土
曜
日
の
夜
は
、
大
谷

さ
れ
て
い
る
た
め
、
地
元
の
父
兄
の
方
一
口
子
供
会
。

か
ら
、
感
謝
さ
れ
て
い
る
先
生
が
あ
り
一
芳
二
土
曜
日
の
夜
は
、
今
坊
浜
子
供

ま

す

。

一

会

。

そ
の
先
生
は
、
喜
多
難
小
学
校
の
、
一
そ
し
て
、
赤
四
土
曜
日
は
、
す
み
れ

宮
岡
吉
政
先
生
で
す
。
一
子
供
会
(
橋
立
上
)
へ
と
、
宮
岡
先
生

民

(ー〉 昭和42年12月20日(毎月 1回20日発行)

にの
; 1'1; 、そピ

1 1月の町政日誌 :ぎ fHOJl、坊

i/"I 問 J(T，
1 2日村回臨時Dl]議会 j、土 iJl:~;n !メ

4日 干害応急対策事業の補助 i約，1.( 会|引に

申請説明会 jlf R若ド;
i 6日 長浜町地域開発委員会 ;己反 Eヰk
i 工場誘致部会 ~ J及 、L 四会

松本地区の簡易上水道工 i上長た月が
jの 粍 の で 誕

事の中間検査 i速かかした(

8日 小・中合同教員研修会 ~ [l~\'r tヘ険たし

i 14日水稲@晩秋蚕@結f#1111 ~ ;;;'_!_~ "(._~一二
業共済の損害評価委員会!

県道大洲~長浜線改良工 i

事の用地買収最終交渉

1 15日老人学級

! 16日 出納監査 i 
1 19日 休力づくりのつどい

! 21日 戦没者勲章伝達式

1 24日 農業委員会(自作農創設 i
維持資金借入れ適絡者の i
選考を行い、申込者 180 ~ 
人のうち、 100人を適絡;

者と認定)

1 25日 長浜通地域開発委員会工 i
場誘致部会(候補工場の j

その後の動ぎや、受け入 i
れについての町の考え方!

などについて協議)

町議会全員協議会〔同じ j

問題について研究)

昭和42年干害応急対策事 i

業査定〔今坊@大和・白 i
滝)

l 29日 昭和42年干害応急対策事 i
業査定(黒田・沖浦@須 i

沢@櫛生@出海)

町長上京(全国町村長大 i
会@簡易上水道整備促進 i
大会・全国砂防促進大会 i
国民健康保険革新強化全 i
国大会等に出席 i 
それとあわせて、フエリ

i 一@ポート就航に関し、

運輸省関係部局へ陳情、

帰町 12月?日〕

F「EE…

; d小丸 ; 
;届A品!

!大母 i
; 器 ;生区 ; 
ミ 葉誌君耳『 埼

!恕庶!
; ?謹童 ! 
j 畠晶匙 j 
同監塑 届
~ JJ臨』岬屯 ! 

蘇に7[3] 宮

アコーデイオンに、耳を傾ける、'9みれ子供会のひととき

(写真 l士、中野安 ，F!1E氏提供11 尽 25 日肢If~) 

，;'， 

は
、
足
を
運
ば
れ
ま
す
。
一
手
が
さ
し
伸
べ
ら
れ
る
ふ
ん
い
気
の
体
一
楽
し
く
広
が
る
「
ほ
i

え
み
の
輪
」

現
在
で
は
、
ど
の
地
区
の
子
供
た
ち
一
制
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
一
の
中
に
、
子
供
た
ち
は
、
み
ん
な
喜
び

も
、
，
待
ち
遠
し
い
土
曜
日
の
夜
H

に
一
①
社
会
性
を
養
う
。
①
自
主
性
を
も
一
に
す
く
す
く
と
、
は
ぐ
く
ま
れ
て
い
ま

ま
で
そ
の
盛
り
上
り
を
み
せ
て
き
ま
し
一
た
す
。
①
責
任
感
の
あ
る
子
供
を
作
る
一
す
。

た

。

一

以

上

の

三

つ

を

基

本

に

し

て

、

運

営

一

二

年

前

、

宮

岡

先

生

の

熱

意

に

う

ど

こ
の
楽
し
い
つ
ど
い
は
、
二
時
間
で
一
は
、
各
部
落
館
が
援
助
し
て
い
ま
す
。
十
か
さ
れ
て
発
足
し
た
今
坊
地
区
の
子
供

始
め
の
一
時
間
は
、
親
子
で
の
話
し
合
一
そ
の
結
果
、
現
在
で
は
、
名
子
供
会
一
会
は
、
今
後
も
、
先
生
方
の
ど
熱
心
な

い
、
つ
ぎ
の
一
時
間
は
、
リ
ク
リ
エ

l
一

の

子

供

た

ち

に

、

一

指

導

を

い

た

ど

い

て

健

全

な

運

営

を

続

ν
ヨ
シ
で
す
。
一
①
い
た
わ
る
心
と
、
励
ま
し
合
う
心
が
一
け
、
み
ん
な
の
手
で
子
供
た
ち
の
し
あ

ま

た

、

会

が

終

っ

た

あ

と

、

よ

く

育

一

う

ま

れ

た

。

一

わ

せ

を

作

り

上

げ

て

行

く

で

し

ょ

う

。

つ
子
供
会
の
た
め
に
、
指
導
者
と
、
親
一
⑦
個
人
プ
レ

l
で
な
く
、
み
ん
な
の
力
一
そ
の
し
あ
わ
せ
が
当
地
区
の
喜
び
と

刊
の
懇
談
が
一
時
間
も
う
け
ら
れ
て
い
一
で
積
み
上
げ
る
心
が
で
き
た
。
?
な
り
、
さ
ら
に
明
る
い
町
作
り
の
大
ぎ

ま

す

。

一

③

責

任

感

が

う

ま

れ

た

。

一

な

原

動

力

と

な

る

で

し

ょ

う

。

子
供
会
の
育
成
は
、
何
も
、
新
し
い
一
④
発
表
力
が
つ
い
た
。
一
(
喜
多
灘
小
学
校
P
T
A
役

員

中

野

方
法
で
は
な
く
、
ご
く
自
然
に
、
愛
の
-
な
ど
の
効
果
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
一
安
憲
民
投
稿
)

ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
蕊
ミ

あ
り
ま
せ
ん
。

選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
の
申
し
出
も

同
一
の
周
書
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た。
新
し
い
制
度
に
よ
る
届
出
は
、
住
民

の
権
利
お
よ
び
利
益
を
ま
も
る
た
め
の

基
礎
と
な
る
重
要
な
役
割
を
は
た
す
も

の
で
す
。

住
所
の
異
動
な
ど
を
し
た
場
合
に
は

届
出
期
間
内
に
、
忘
れ
ず
に
、
正
確
な

届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

Hγ

浄

ロ
抽
出
な
ど
の
簡
素
化

11111111 

品会、
国

住
民
基
本
台
帳
法
が
、
こ
と
し
の
、
一
進
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。

十
一
月
十
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
と
と
に
一
こ
れ
に
伴
い
、
別
表
の
こ
と
が
ら
を

な

り

ま

し

た

。

一

守

っ

て

く

だ

さ

い

。

ね

ら

い

は

、

一

な

お

、

届

出

は

、

本

人

が

行

う

こ

と

届
出
等
の
簡
素
化
を
図
っ
て
、
住
民
一
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
世
帯
+
エ
が
、
本

の
権
利
を
保
護
す
る
と
共
に
利
便
を
増
人
に
代
っ
て
行
つ
で
も
、
さ
し
っ
か
え

E宇

f.r 

Eト

と当
~町

転
入
す
る

届

名

届

出

期

間

屈
の
と
き
に
持
参
す
る
も
の
は

転
入
届

転
入
し
た
日
か
ら

十
四
日
以
内

⑦⑥主)④②②①

一選国国米印転
家主主民民殻 出
転登年健類証
入録金康購明
の証子保入鑑書
場明!脹険適
合害被帳
は保
区険
名者

証
番
地
ま
で
オコ
カミ

る
も
の

当
町
内
で
住
所
を

転
居
し
た
と
き

転

居

を

し

た

日

か

一

①

印

鏡

ら
十
四
日
以
内
一

ω国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

↑
③
転
居
先
の
区
名
、
番
地
ま
で
わ
か
る
も
の

①

印

銑

②
転
出
予
定
日

③
米
穀
類
購
入
通
帳

④
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

⑤
国
民
年
金
手
帳

⑤
転
出
先
が
番
地
ま
で
わ
か
る
も
の

他
の
市
町
村
へ
転

出
す
る
と
き

①

印

鑑

①
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

③
変
更
の
内
容
や
変
更
の
年
月
日
が
わ
か
る
も
の

転
出
屈

転
出
の
と
辛
口

更世
し帯
たの
と構
き成

Zう1
変

世
帯;

変
更
周

か 変 !
ら更 l

占2l
日つ|
以た l
内日 l

工ト
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ジ

H
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V

¥

込
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も
1
j
l斗

1・・・
d
「
I
万
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一

一

奪

扮

仇

備

建

建

山

一

市

左

・

一

k

….

工

rこ
さ

予

言

γ~ペ
J
〆

J
研

一

一

…

訂

ど

名

浦

町

町

湖

浦

浦

保

に

保

奥

原

原

港
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町

一

・

ご

一

一

一

寸

「

ー

/

/

J

=
考
・
一

'

1

間

落

久

」

久

海

丘

八

百

日

一

一

骨

u…
…
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防
一
己
一
一
一

X

/

/

/

芳

一

一

{

番

表

仰

部

小

寺

横

江

沖

沖

大

郷

怖

前

河

河

出

奥

中

長

制

一
'
!
"
叶
a

p
・

よ

霊

安

ー

¥

〆

f

l

f

ニ
百
円
・
-
f

古

拙

一

一

事

鳴

し

場

¥

ー

ス

グ

7
t
M
L均
一

一

一

龍

宏

tmmm似
悩
間
宮
古

2

2

4

二

一

i，
ぬ

ま

竺

7rcご
麗

ら

一

一

…

送

訂

伽

ツ

士

ロ

春

仁

夫

巳

夫

光

男

男

ヱ

夫

子

勝

仁

へ

一

H

Z
放

し

ご

/ddニ
r
!
?一
~

放

(

川

町

名

ロ

浅

好

喜

芳

一

秀

正

治

達

ミ

-

一

代

利

町

二

課

泌

を

昭

一

一

/61ノ
ヴ

私

物

二

…

一

山

棟

旧

伽

訂

ミ

ブ

業

多

ス

千

】

…

理

的

に

、

そ

ろ

そ

ろ

ふ

け

て

を

ま

す

。

一

…

む

こ

…

二

務

ど

一

一

(
2
2
2
2
2

削

2
Z岨
立

無

理

を

す

る

と

大

病

工

女

7
明

一

二

三

ハ

石

川

A三

一

一

…

4
ペ

2
4
6
7
9
%
η
:
2
2
L
2

…

ゐ

二

、

税

時

閉

ぷ

/
j
y
/
J
士

号

堵

祉

士

~

・

・

J

，

柑

.

一

し
か
し
、
仕
事
の
上
で
は
、
責
任
主

H

a

p

交

z

m

/

/

>

J

P

』
智
正
寸
号
士

M
m
m
m
l山
M
M
M
m
m川
山
州
一
ぎ
の
よ
う
に
凶
器
矧
さ
れ
ま
す
。
一
お
や
じ
対
子
供
(
松
田
道
雄
)

一町

4

8

5

1

1

4

v

/

h

¥

/

L

，、引
a

-

F

4

・一

H
H
H
H
H
H
U
H
-
H
H
H
U
H
-
H
U
H
H
H
H
1
H
U
l
-
-

一

一

重
く
な
る
時
期
で
あ
り
、
自
分
は
ま
だ
二

s
k
妨

ず

〆

f

¥

(

ヨ

い

出

一

三

一

1
コ

1
」
コ
?
〉
一
老
令
福
祉
年
金
は
、
千
二
百
円
胤
額
一
パ
パ
の
戦
争
(
高
瀬
広
居
〉

若
い
と
患
っ
て
い
る
の
で
、
つ
い
無
理
一
…

L
L
m
れ

/

句

」

「

U
芳
一
一
王
一
日
石
川

h
z
M

一
さ
れ
て
一
万
九
千
二
百
円
。
一
パ
パ
と
7

7

の
音
楽
手
帳

を
重
ね
て
、
大
病
に
か
か
っ
て
し
ま
う
二

O
日

放

忘

/

寸

I
s
-
-
4謂
基

一

一

信

一

E
hれ
約

四

ぜ

一

障

害

福

祉

年

金

は

三

千

六

百

円

増

額

一

(

服

部

公

一

〉

う
ζ

と

が

あ

る

も

の

で

す

。

一

一

一

U

1

J

a

嗣
出

K
L
…一

H
U
H川
目
出
川
山
山
山
川
川
川
山
町
一
さ
れ
て
三
万
円
。
一
教
育
の
新
し
い
姿
勢

女
性
の
三
十
一
ニ
才
あ
る
い
は
四
十
一
一

A

Z

主

一

一

恥

引

副

引

E
Jお

よ

び

枠

制

子

福

祉

年

金

丸

一

(

小

信

雄

)

二

才

は

、

精

神

的

あ

る

い

は

、

肉

体

的

三

惇

・

一

一

三

千

」

/

百

円

増

白

書

さ

れ

て

二

万

四

千

旦

や

る

気

を

育

て

る

教

育

一

二

l
i
l
-
-
i
l
l
i
t
-
-
f
i
l
i
-
-
E
l
i
z
-
-
l
i
-
-
!
=一
一

福

祉

年

金

の

額

一

円

来

年

か

ら

、

っ

一

一

-

な

転

換

期

に

あ

る

大

切

な

と

品

ぜ

で

す

。

一

-

一

年

金

額

は

、

福

祉

年

金

が

支

給

さ

れ

一

家

庭

の

法

律

一

と

開

設

住

民

共

嗣

組

問

制

J
当

日

、

前

進

す

る

い

日

?

さ

Y」
一

己

訪

れ

十

日

一

昌

一

三

一

Z
Z

宣言一三一喜一==豆一
E

一
雲
喜
一
三
一
喜
一
一

J
;
2
3
5喜

一

う

に

十

分

注

意

す

る

こ

と

が

大

切

で

す

一

一

摂

取

事

収

ぷ

一

つ

悩

ん

で

一

歩

君

、

人

生

と

は

M

生
き
る
4

と

い

う

人

間

に

あ

た

え

一

い

ま

す

。

一

i
l
-
-

手

、

七

十

七

年

目

の

主

っ

一

六
十
才
に
な
る
と
、
肉
体
的
に
、
急
一
一
総
問
椛
吋
で

ν晋
そ
う
い
う
も
の
で
す
。
虫
、
苦
し
む
ら
れ
た
三
の
義
務
を
は
た
す
の
で
す
一
一
七
十
才
以
上
の
か
た
で
、
ま
だ
、
福
祉
一
イ
叶
刈
剛
山
川

J

統
合
中
学
校
芳
一
期
工
警
量
一

カ
l
プ
で
お
と
ろ
え
て
き
ま
す
。
一
一
純
一
一
一
明
ず
め

ω
L
U

と
と
に
よ
っ
て
、
あ
な
た
と
い
う
ひ
と
あ
な
た
も
、
私
の
よ
う
に
、
人
を
心
と
一
年
金
の
請
求
を
し
て
い
な
い
人
;
一
本
ふ
編
集
室
戸
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
o

i

一

一
一
札
広
三
u
L
k
r
h
“
絞
殺
人

74訪日
γ

い
が
し
む
り
の
人
聞
が
で
き
あ
が
る
の
で
す
」
映
す
の
で
す
。
私
の
よ
う
に
、
す
ぎ
と
一
一
く
、
住
民
課
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
一
』
;
，

E
l
i
t
-
-
o最
近
の
流
行
語
に
、
「
、
一
ヒ
メ
、
一
一

毎

日

を

一

一

美

し

い

人

間

像

私

は

、

先

生

が

す

き

で

し

た

。

だ

か

お

る

心

を

も

ち

な

さ

い

。

さ

あ

、

強

く

…

7
H
H
H
E
n
-
-
H
H
H
H
H
山

川

一

竜

一

下

ヲ

、

三

ダ

ン

プ

」

と

い

う

の

が

あ

…

一

楽

し

く

す

こ

す

一

一

後

藤

景

子

ら

、

先

生

の

こ

と

ほ

ど

ち

り

悩

み

ま

し

生

き

な

さ

い

。

生

き

な

さ

い

・

・

。

」

一

一

一

，

り

ま

す

。

と

れ

は

、

恐

ろ

し

い

順

位

を

一

一
…
ほ
ら
、
ま
ぶ
た
を
と
じ
て
、
ね
、
い
た
。
苦
し
み
ま
し
た
。
泣
き
ま
し
た
。
そ
の
さ
さ
や
き
が
消
え
た
と
き
、
私
…
一
長
浜
『
公
民
館
一
。
今
月
号
に
、
橋
立
の
中
野
安
憲
氏
表
現
し
た
も
の
で
す
が
、
や
は
り
、
女
一
一

こ
と
に
、
定
年
な
ど
で
、
仕
事
か
ら
一
一
ま
ま
で
歩
ん
だ
道
が
よ
く
み
え
る
で
し
で
も
、
ど
こ
に
、
進
歩
と
成
長
が
あ
つ
は
、
泣
い
て
い
ま
し
た
u

自
分
の
見
方
一
「

1
1
I
l
l
i
-
-
i

一
か
ら
、
今
坊
地
区
の
子
供
会
の
「
明
る
性
の
ド
ラ

d
パ
l
、
酔
っ
ぱ
ら
い
運
転
一
一

河
川
川
け
白
石
川
片
付
切
で
一
一
計
十
日
一
時
間
リ
竹
山
口
い
た
れ
い
心
心
の
出
発
点
で
、
ど
こ
が
口
即
日
ド
抗
日
;
一
心
の
剛
一
一
一
劃
劃
国
劃
一
紹
一
介
一
同
一
持

U
V
U
H
1
h十
d
J
u
u
fソ
ン
プ
ヵ
ー
は
恐
れ
よ
一

十
五

t
一
干
才
ご
ろ
は
、
男
性
に
し
一
ま
た
、
総
じ
て
、
神
経
質
に
な
り
、
一
一
そ
の
た
び
に
、
先
生
は
、
同
じ
ζ

と
ば
到
達
点
な
の
で
し
ょ
う
。
「
私
は
、
も
っ
と
も
っ
と
、
成
喜
一

l
!
|

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ζ

ざ
い
ま
し

A
V

「
三
の
と
り
」
が
あ
る
年
は
火
…
一

て

も

、

文

性

に

し

て

も

、

身

体

的

に

、

一

男

女

を

間

わ

ず

、

ぐ

ち

っ

ぽ

く

な

る

も

一

一

を

な

げ

か

け

て

く

だ

さ

っ

た

。

こ

ん

な

、

凝

問

を

も

っ

た

日

、

私

は

歩

し

て

、

お

ま

え

の

よ

う

に

、

り

っ

ぱ

一

た

。

事

が

多

い

と

い

わ

れ

ま

す

。

一

子
供
か
ら

i

お

と

な

に

な

る

成

長

期

で

一

の

で

す

。

一

一

「

苦

し

め

、

悩

め

、

も

っ

と

も

っ

と

必

ず

、

鏡

を

見

ま

す

。

す

る

と

、

鏡

は

に

人

の

心

を

映

せ

る

よ

う

に

な

ら

な

く

一

あ

い

か

わ

ら

ず

R

多
い
の
は
火
印
刷
、
で
一
一
，

あ

り

、

心

理

的

に

も

変

化

が

み

ら

れ

人

一

と

に

か

く

、

何

か

自

分

の

能

力

に

応

一

一

泣

き

な

さ

い

。

し

か

し

、

感

情

に

お

ぼ

間

じ

こ

と

ば

を

い

つ

も

く

り

か

え

す

の

て

は

、

い

や

、

き

っ

と

な

る

。

み

て

お

一

す

。

一

生

の

、

大

切

な

ポ

イ

シ

ト

に

た

っ

て

い

一

じ

た

趣

味

と

か

、

仕

事

を

持

っ

て

、

毎

一

一

れ

て

は

い

け

ま

せ

ん

。

新

し

い

勇

気

を

で

す

。

く

れ

ね

」

…

と

く

に

、

歳

末

に

お

と

る

火

災

は

、

…

一

み
と
き
で
す
。
一
日
を
楽
し
く
す
ご
す
と
主
が
心
身
の
健
一
一
得
る
た
め
に
泣
く
の
で
す
。
新
L
く

出

「

あ

な

た

は

若

い

、

ま

だ

ま

だ

、

も

(

大

字

戒

川

・

高

校

生

・

あ

ら

し

十

一

悲

惨

で

す

。

年

の

瀬

も

迫

っ

た

冬

空

に

一

就

職

、

結

婚

、

子

供

の

誕

生

な

ど

が

一

康

の

た

め

の

良

薬

で

す

。

一

団

げ

河

川

崎

川

池

パ

ゆ

で

げ

門

司

?

」

ー

っ

と

も

っ

と

悩

み

な

さ

い

。

泣

き

な

さ

九

号

か

ら

)

一

丸

裸

で

泣

か

ね

ば

な

門

ま

せ

ん

。
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一
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村

引

引
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川
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な

に

が

な

ん

で

も

、

火

の

用

心

」

一

一

一

一
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二
一
一
1
1
1
1
1

一

一

状

況

、

地

区

名

、

氏

名

と

を

交

換

手

に

正

一

一

山

を

、

お

忘

れ

な

く

一

一

住

一

民

一

相

一

談

一

室

一

一

告

げ

て

い

た

だ

い

た

場

合

足

、

放

送

一

一

一

と

に

一

?

」

ろ

で

み

な

さ

ん

に

と

一

一

「

1
1
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「

l

l
一

「

|
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一

一

時

間

で

も

、

さ

っ

き

ゅ

う

に

、

そ

の

処

一

~

一

一

'

、

3

ま

一

っ

て

と

と

し

は

、

ど

ん

な

年

で

し

い

で

何

と

か

な

ら

ぬ

か

一

置

日

け

一

さ

さ

に

説

明

し

ま

し

た

一

一

と

一

日

ぬ

ほ

一

点

一

仔

が

み

な

さ

ん

に

と

一

d
l
1
j
P
E
S
-
リ
1

1

E

1

1
ま
ら
な
い

ιぎ
に

よ

り

一

を

し

そ

川

っ

て

そ

な

か

っ

た

人

は

、

来

年

一

寸

老

舎

・

車

内

幹

事

巴

福

一

一

し

く

ら

野

喜

話

d

と

し

わ

れ

て

も

一

~

一

前

ま

は

…

と

そ

、

さ

ち

多

い

年

と

な

よ

う

一

一

繋

語

‘

富

」

一

げ

当

日

日

ら

な

い

よ

う

に

指

導

を

一

持

地

一

一

切

明

~

~

れ

れ

れ

れ

い

日

げ

認

可

一

【
悶
】
朝
、
六
時
五
十
分
の
放
送
時
一
【
答
】
原
則
と
し
て
‘
放
送
時
間
中
一
な
ぉ
、
有
線
放
送
業
務
時
間
以
外
の
一
」

4
寸

ナ

一

き

ん

ら

察

一

あ

ら

ゆ

る

面

で

調

子

よ

カ

ペ

一

司
γ同
時

同

点

下

ト

昨

日

間

一

郎

む

誌

は

け

れ

い

な

は

げ

一

V
問

時

o
d

の

取

り

扱

い

に

つ

い

て

一

一

一

明

か

し

一

位

晴

党

活

…

N
λ
叩
け
は
お
い
は
日
一
一

絡

し

て

、

そ

の

自

動

車

を

止

め

た

か

っ

一

放

送

時

間

中

に

、

受

話

機

を

持

っ

た

一

ど

不

便

と

は

存

じ

ま

す

が

、

全

加

入

二

苗

哲

一

回

一

す

人

あ

早

い

を

じ

っ

く

り

と

反

省

す

る

の

も

こ

…

一

た
)
と
と
ろ
、
交
換
手
が
応
じ
て
く
れ
一
場
合
は
、
罰
則
条
例
が
適
用
さ
れ
る
と
一
者
の
た
め
、
事
情
を
お
察
し
い
た
だ
い
一
川
町

Z

g

l

一

一

を

の

に

、

v

の

月

で

す

一

な
か
っ
た

0

7

に

な

っ

て

い

ま

す

。

一

て

交

換

業

務

遂

行

に

、

ど

協

力

願

い

ま

一

一

の

心

一

す

り

難

て

ん

O
で
は
、
町
内
の
み
な
さ
ま
、
…
一

与

は

f
十

日

間

口

量

的

計

十

P

H

I

-

b

M

計

十

一

す

。

(

守

課

長

〉

一

一

年

』

一

付

な

刊

し

一

号

持

は

わ

れ

し

は

一

一

る

の

が

、

当

然

と

解

す

る

が

、

ど

ん

な

一

な

ど

ヘ

，

直

接

人

の

生

命

財

産

に

関

日

一

一

九

ら

れ

ま

す

よ

う

心

か

ら

お

祈

り

い

一

一

も
の
か
。
(
大
字
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坊
S
生
)
一
係
が
あ
る
と
き
H

に
は
、
明
確
に
そ
の
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』
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E
t
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-
-
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い

た

ん

宍

す
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(二)第134号

マ
く
ど
し

ゃ

く

年

は

今

も

実

在

ま

あ
な
た
は
、
来
年
、
H

ゃ
く
年
d

に

あ
た
っ
て
い
ま
せ
ん
か
?

グ
や
く
年
M

は
、
中
国
の
古
い
陰
陽

道
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
男
は
、
二
十

五
、
四
十
二
、
そ
し
て
六
十
才
。
女
は

十
九
、
コ
一
十
三
、
四
十
二
才
が
、
大
や

く
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

昔
か
ら
、
お
ま
じ
な
い
的
な
、
ゃ
く

落
し
の
風
習
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

が
、
ゃ
く
年
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
.

い
ち
が
い
に
、
グ
迷
信
だ
H

と
否
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
根
拠
が
あ
り
ま
す

そ
れ
は
、
統
計
的
に
み
て
、
そ
の
年

ご
ろ
の
死
亡
率
が
比
較
的
高
く
、
そ
の

上
、
社
会
的
な
浮
き
沈
み
の
多
い
年
令

に
あ
た
る
か
ら
で
す
。

Uま'IJまアょ

心
理
的
に
‘
も
大
変
化

宰民贋電(毎月 1回発行)昭和42年12月初日
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A手

門
家
庭
以
育
の
部
】

家
庭
の
教
育
全
集
四
附

(
し
つ
け
・
性
格
・
学
習
・
子
供
)

現
代
っ
子
と
家
庭
教
育
(
阿
部
幸
男
)

家
庭
は
ど
う
変
る
こ
当
ケ
瀬
康
子
)

お
か
あ
さ
ん
の
知
恵
家
庭
教
育
へ
の

提
言
(
唐
沢
富
太
郎
)

高
校
生
の
家
庭
教
育
(
竹
田
反
三
)

私
の
心
に
残
る
母
の
教
育

し
つ
け
の
知
恵
(
宮
下
五
美
)

受
験
期
(
波
多
野
勤
子
)

母
と
子
の
二
十
分
間
読
書
と
家
庭
救

育
(
大
西
伝
一
郎
)

勉
強
を
楽
し
く
す
る
家
庭
学
習

一
年
生
の
し
つ
け
と
勉
強

体
力
学
力
気
力
を
の
ば
す
家
庭
教
育

新
家
庭
教
育
読
本
(
波
多
野
勤
子
)

個
性
を
つ
く
る
突
庭
教
育

家
庭
学
習
の
場
づ
く
り(

石
堂
豊
)

家
庭
教
育
学
級
の
開
設
と
運
営

(
藤
原
英
夫
)

年
令
と
発
育
に
あ
わ
せ
た
子
供
の
し

つ
け
(
早
川
元
一
一
)
，

子
供
の
家
庭
教
脊

。
一
九
六
七
年
も
・
あ
と
わ
子
か
で

終
る
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
と
L
、
当
町
で
の
三
大
ニ
ュ
ー
ス

y 

2トラ

3ダン70
1

lヒ

岬極相

一、

す
ば
ら
し
き
人
間
像
の
た
め
に

乾

孝

)

テ
レ
ビ
の
教
育
性
(
白
線
孝
之
)

【
文
学
の
部
】

世
界
の
文
学
五
十
冊

目
本
の
文
学
八
十
冊

ア
メ
リ
カ
文
学
う
ら
街
道

女
性
の
た
め
の

H
本
の
文
学
臼
の

案
内

世
界
の
名
作
二
十
五
冊

山
み
周
五
郎
全
集
十
一
一
冊

徳
川
の
夫
人
た
ち
(
吉
原
信
十
)

徳
川
家
康
二
十
六
冊

太
平
洋
戦
争

7

7

さ
ん
文
庫

紅
と
約
と
(
林
屋
辰
三
郎
)

職
人
衆
背
ば
な
し
(
斉
藤
隆
介
)

負
け
る
が
勝
ち
(
邦
光
史
郎
)

一~一
1 、

一一~

胎 ト


